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39.2%

27.6%

24.7%

17.5%

11.5%

8.9%

8.5%

7.6%

4.1%

2.7%

3.8%

36.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

N=765

※複数回答

自転車が安全で走り易い道路が増えれば利用したい

駐輪施設が増えるなど駐輪環境が良くなれば利用したい

誰でも利用できる自転車（ｼｪｱｻｲｸﾙなど）があれば利用したい

転倒しない自転車があれば利用したい

二人乗り自転車（タンデム）があれば利用したい

荷物を多く積める自転車があれば利用したい

目的地が自転車で行ける距離にあれば利用したい

自転車が健康に良いことが分かれば利用したい

自転車を運転することが楽しいと感じれば利用したい

今後も利用することはない

その他

公共交通との連携がよければ利用したい

電動アシスト付き自転車があれば利用したい

11.2%

 

「２．２ 自転車通行空間ネットワークの形成」のとおり、特に自転車利用の多い７つの地区を

中心に自転車通行空間の整備を進め、令和元年度末までに、７地区合計で約３５㎞、市内全体では

約４０㎞の整備が完了しています。 

 市民アンケート調査では、自転車を利用していない人が自転車を利用するようになるための条件

として、「自転車が安全で走りやすい道路が増えれば利用したい」との回答が約３９％と最も多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北九州市道路維持課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車を利用していない人が自転車を利用するようになるための条件 

資料：市民アンケート（R2.3） 

＜自転車通行帯の整備例＞ 
（戸畑区：市道浅生高峰 1号線） 

＜車道混在の整備例＞ 
（小倉北区：県道堅町到津線） 
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また、自転車利用を促進するために必要な施策としても、「自転車通行空間の整備」との回答が

約６９％と最も多くなっています。

 

図 自転車利用を促進するための施策 

資料：市民アンケート（R2.3） 

 

69.2%

48.5%

46.7%

37.2%

28.4%

15.7%

14.4%

14.3%

12.7%

9.5%

8.4%

8.0%

5.4%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自転車通行空間の整備

駐輪施設の整備

自転車利用のルールやマナーの啓発

学校における交通安全教育の促進

放置自転車対策の強化

違法駐車などの取締り

安全性の高い自転車の普及

公共交通との連携促進

シェアサイクルの普及

自転車を活用した健康づくり

自転車通勤の促進

災害時における自転車の有効活用

自転車の点検整備の促進

サイクルスポーツの活性化

その他
N=938

※複数回答

24.5%
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本市の自転車関連事故は減少傾向にありますが、依然として年間６００件程度発生しています。 

事故の相手方の約９割は自動車となっており、約７割の事故が交差点部で発生しています。 

 

 

図 北九州市の自転車関連事故件数の推移 

資料：福岡県警察（H27～R元） 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 自転車関連事故の相手当事者     図 自転車関連事故の発生場所(道路形状別) 

資料：福岡県警察（H27～R元） 
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   事故類型別では、出会い頭の事故が半数以上を占めています。 

 

図 北九州市の自転車関連事故の事故類型 

資料：福岡県警察（H27～R元） 

 

 

 

 

 

 

57.6%

15.2%

14.6%

12.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

出会い頭 （車両相互）

［車が交差点で交わる

方向の自転車との事故］

左折時 （車両相互）

［車が左折した時の

自転車を巻き込む事故］

A BA 右折時 （車両相互）

［車が右折した時の

逆走自転車との事故］

B 右折時 右折直進 （車両相互）

［車が右折した時の

対抗自転車との事故］

その他（人対車両、車両相互、車両単独）

N＝3,701

※H27～R元の合計値

自転車関連事故を削減するとともに、自転車利用の促進を図るため、引き続き安全で快適

な自転車通行空間の整備を推進していく必要があります。 

また、出会い頭や左折時の巻き込み事故を防止するためには、交差点での安全確認や一時

停止といった交通ルールの遵守を徹底していくことが重要です。 
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「２．３駐輪環境の形成」のとおり、令和元年度末までに、市内に７７箇所の公共の駐輪施設を

設置しています。 

市民アンケート調査では、３．３（１）のとおり、自転車を利用していない人が自転車利用する

ための条件として、「駐輪施設が増えるなど駐輪環境が良くなれば利用したい」が「自転車が安全

で走り易い道路が増えれば利用したい」に次いで多くなっています。 

また、自転車利用を促進するために必要な施策としても「駐輪施設の整備」との回答が「自転車

通行空間の整備」に次いで多くなっています。 

 

「２.３ 駐輪環境の形成」のような駐輪施設の整備のほか、定期的な放置自転車の撤去や駐輪指

導などの対策を実施してきた結果、自転車放置禁止区域内の放置自転車の撤去台数は減少傾向にあ

ります。 

しかしながら、市街地や鉄道駅などの周辺では、依然として放置自転車が課題となっています。 

 

 

図 放置禁止区域内の放置自転車撤去台数の推移 

資料：福岡県警察、北九州市道路維持課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北九州市道路維持課 
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市民アンケート調査によると、自転車利用者の約８割が駐輪施設を利用していますが、残り２割

は利用していません。 

その理由として、「目的地またはその近辺に駐輪施設が無い」が最も多く、続いて「邪魔になら

ない場所なら停めても良いと思う」や「長い時間停めない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車駐輪施設の利用有無 

資料：市民アンケート（R2.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車駐輪施設を利用しない理由 

資料：市民アンケート（R2.3） 

 

 

 

 
自転車の利用促進を図るためには、自転車通行空間の整備とともに利用しやすい駐輪施設

の整備を推進する必要があります。 

また、自転車や歩行者の通行阻害や都市景観の悪化などの要因となる放置自転車を抑制す

るためには、駐輪施設の整備とあわせて放置自転車の撤去のほか、駐輪ルールやマナーの啓

発などの対策に取り組んでいく必要があります。 

利用する

78.0%

利用しない

22.0%

N=205

42.2%

28.9%

28.9%

6.7%

2.2%

2.2%

2.2%

26.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

目的地またはその近辺に駐輪施設が無い

駐輪施設に停めるのが面倒

他の人も駐輪施設に停めていない

駐輪施設でなくても邪魔にならない場所なら
停めてもよいと思う

利用したくても駐輪施設がいっぱいで
停められない

長い時間停めない

駐輪料金がもったいない（高い）

その他 N=45
※複数回答
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本市の自転車盗難の認知件数は減少傾向にありますが、依然として年間約９００件発生していま

す。 

一方で、市民アンケート調査によると、自転車盗難に有効といわれる二重施錠は約６割の人が実

施しておらず、防犯登録についても 2割以上の人が登録していません。 

 

 

図 自転車盗難認知件数の推移 

資料：福岡県警察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車駐輪施設利用時の二重施錠の実施状況      図 防犯登録制度の登録有無 

資料：市民アンケート（R2.3） 
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自転車の盗難を防止するため、二重施錠や防犯登録の普及促進などの対策を推進する必要が

あります。 

登録している

73.3%

登録していない

21.4%

わからない

5.3%

N=206

はい

39.8%

いいえ

60.2%

N=206
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市民アンケート調査によると、自転車利用者が遵守しているルールやマナーとしては、「①スマ

ートフォン・携帯電話を使いながら運転をしない」が約８５％と最も多く、次いで「②夜間はライ

トを点灯する」が約 83％となっています。  

 これに対して、「⑨車道の左側を通行する」は約６３%、「⑩歩道内を通行する場合は、歩行者優

先で車道寄りを徐行する」は約５８%にとどまっています。特に「⑫ヘルメットを着用する」では、

約１７％と他の項目に比べて著しく低くなっています。 

 

 

図 自転車乗車時に守っているルール・マナー 

資料：市民アンケート（R2.3） 

 

 

84.8%

82.5%

78.0%

73.6%

72.9%

70.6%

68.2%

64.4%

62.5%

57.7%

51.3%

16.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①スマートフォン・携帯電話を使いながら運転をしない

②夜間はライトを点灯する

③飲酒運転をしない

④イヤホンやヘッドホンで音楽などを聴きながら

運転をしない

⑤二人乗りをしない（幼児用座席等を除く）

⑥横並びで走らない

⑦交差点では信号を守って一時停止、安全確認

⑧傘さし運転をしない

⑨車道の左側を通行する

⑩歩道内を通行する場合は、歩行者優先で、

車道寄りを徐行する

⑪駅前等、歩行者が多い場所では押し歩きをする

⑫ヘルメットを着用する N=742

※複数回答
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市民アンケート調査によると、車道左側の通行や歩道内の歩行者優先など、自転車を安全に

利用する上でのルールやマナーが十分に守られているとは言えません。比較的多く守られてい

ると回答があったルールやマナーについても、守らなければ事故に直結するものであるため、

更なる徹底が必要です。 

また、安全・安心な自転車利用のためには、自転車の日常点検や万が一の事故に備えた自転

車保険への加入も重要です。 

本市では、自転車の安全利用に向け、交通安全教育やルール・マナーの啓発、自転車保険の

加入促進などに取り組んできましたが、今後、こうした取り組みを更に充実していく必要があ

ります。 

また、増加傾向にある外国人住民や外国人観光客に対する取り組みも重要です。 

また、自転車の日常点検については約３割の人が実行しておらず、自転車保険については約９割

の人が知っていますが、加入している人は５割にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車の日常点検の実施状況          図 自転車保険の加入状況 

資料：市民アンケート（R2.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加入している

51.5%

加入を検討している

7.3%

保険は知っている

が加入していない

31.6%

自転車保険のこと

を知らなかった

3.9% 加入しているか

わからない

5.8%

N=206

約 9 割 

「知っている」 

はい

67.2%

いいえ

32.8%

N=204


